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町政の
　今を問う！

一般質問

３議員が７項目の質問を行いました。

ページ 質問者 質　問　事　項

6 山本喜平 議員
・町は風力発電を推進する立場なのか
・林道日高中央線計画に対する町の姿勢は
・町の災害見舞金制度はどうなっているのか

8 井藤満人 議員 ・米作り農家の現状把握により、今後の対策を

8 原　孝文 議員
・印南・日高川風力発電計画への県知事意見の受けとめは
・風力発電における林地開発許可の同意要件は
・クビアカツヤカミキリの対策は

町
は
風
力
発
電
を

推
進
す
る
立
場
な
の
か

住
民
へ
の
情
報
周
知
や

説
明
会
場
の
提
供
を
支
援

1問

町
は
、
事
業
者
が

開
催
す
る
説
明
会
場
と
し

て
町
の
施
設
を
使
用
さ
せ

た
り
、
環
境
影
響
評
価
に

関
す
る
書
類
の
縦
覧
に
役

場
の
施
設
を
提
供
す
る
こ

と
が
、
風
力
発
電
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
だ
と
説
明

し
て
き
た
が
間
違
い
な
い

か
。町

は
、
周
辺
も
含
め
た

地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
風
力
発
電
事
業
を

推
進
す
る
考
え
な
の
か
。

勉
強
会
に
お
い
て
、
風

力
発
電
か
ら
の
低
周
波
音

に
よ
る
健
康
被
害
は
、
科

学
的
知
見
に
乏
し
い
と
の

話
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

騒
音
に
よ
る
健
康
被
害
へ

の
影
響
は
、
予
防
原
則
に

従
っ
て
回
避
す
る
こ
と
は

可
能
だ
と
理
解
し
た
が
、

町
長
は
ど
う
思
っ
た
の
か
。

答

町
の
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
配
慮
書

や
方
法
書
の
縦
覧
、
住
民

説
明
会
の
情
報
を
掲
載
す

る
な
ど
、
住
民
へ
の
周
知

を
支
援
し
、
事
業
者
に
は

説
明
す
る
場
所
を
提
供
し
、

住
民
に
説
明
を
聞
い
て
も

ら
え
る
よ
う
支
援
し
て
い

山本 喜平 議員
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た
い
と
考
え
る
。
経
費

を
予
算
化
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。

坂野川地内から見る印南町境界（下は畑ケ瀬橋）

林
道
日
高
中
央
線
計
画

に
対
す
る
町
の
姿
勢
は

促
進
協
議
会
を
再
開
し
、事
業
を
推
進

2 る
。災

害
や
健
康
被
害
が
な

い
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、

地
権
者
や
地
元
区
の
同
意

が
得
ら
れ
れ
ば
、
反
対
す

る
理
由
が
な
い
。

事
業
者
に
は
し
っ
か
り

と
調
査
を
す
る
よ
う
申
し

入
れ
た
い
。
大
き
な
影
響

が
出
る
よ
う
な
結
果
と
な

れ
ば
、
予
防
原
則
に
従
い
、

事
業
者
に
対
し
意
見
を
し

て
い
き
た
い
。

龍
神
村
小
家
地
内
、
延
長

は
20
・
３
km
、
全
幅
員
５

ｍ
、
全
体
概
算
事
業
費
は

約
60
億
円
程
度
と
県
よ
り

聞
い
て
い
る
。

こ
の
林
道
は
、
森
林
整

備
と
基
幹
道
と
し
て
の
役

目
が
あ
る
。
決
し
て
風
力

発
電
建
設
用
の
道
路
や
事

業
者
に
応
じ
た
林
道
と
は

な
ら
な
い
。

林
道
の
全
体
計
画
書
作

問

自
然
災
害
に
よ
る

住
家
の
全
壊
、
全
焼
ま
た

は
流
出
、
半
壊
、
半
焼
、

浸
水
、
死
亡
及
び
行
方
不

明
、
負
傷（
重
症
）な
ど
に

対
す
る
見
舞
金
規
程
は
整

備
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
自
然
災
害
以
外

の
住
家
の
全
壊
、
全
焼
、

半
壊
、
半
焼
な
ど
に
も
見

舞
金
が
規
定
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答

合
併
時
の
平
成
17

年
５
月
１
日
か
ら
「
人
家

等
火
災
及
び
風
水
害
に
係

る
災
害
見
舞
金
支
給
要

綱
」
を
施
行
し
、
こ
れ
ま

で
要
綱
の
一
部
を
２
回
改

訂
し
て
い
る
。

要
綱
の
内
容
と
し
て
、

人
家
等
に
直
接
影
響
の
あ

る
火
災
及
び
風
水
害
に
よ

る
災
害
で
、
そ
の
復
旧
に

国
ま
た
は
県
の
補
助
を
受

け
ら
れ
ず
、
関
係
者
が
独

自
で
復
旧
を
行
い
、
町
が

救
済
対
策
を
必
要
と
認
め

た
者
に
対
し
、
見
舞
金
の

額
の
支
給
範
囲
を
規
定
し

て
い
る
。

現
行
の
要
綱
で
は
、
火

災
及
び
風
水
害
を
原
因
と

す
る
災
害
と
規
定
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
以
外
の
自

然
災
害
や
自
然
災
害
以
外

に
起
因
す
る
被
害
に
対
す

る
見
舞
金
や
行
方
不
明
、

負
傷（
重
症
）は
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
想

定
で
き
る
範
囲
を
検
討
し
、

要
綱
の
一
部
改
正
に
努
め

た
い
。

問

計
画
に
つ
い
て
、

県
と
関
係
す
る
市
町
な
ど

に
よ
る
協
議
が
行
わ
れ
た

よ
う
だ
が
、
始
点
と
終
点
、

延
長
と
幅
員
、
事
業
費
は

ど
う
か
。

印
南
・
日
高
川
風
力
発

電
事
業
の
実
施
区
域
に
林

道
を
開
設
す
る
と
、
風
力

発
電
建
設
用
の
道
路
と
な

り
、
林
道
と
し
て
の
目
的

か
ら
は
ず
れ
る
の
で
は
な

い
か
。

林
道
開
設
と
風
力
発
電

建
設
で
発
生
す
る
大
量
の

残
土
に
つ
い
て
、
盛
土
で

き
る
場
所
を
実
施
区
域
内

に
確
保
で
き
る
の
か
。

林
道
日
高
中
央
線
計
画

に
対
す
る
考
え
方
は
ど
う

か
。答

始
点
は
本
町
大
滝

川
地
内
、
終
点
は
田
辺
市

成
は
今
後
の
業
務
に
な
り
、

残
土
処
理
計
画
も
で
き
て

い
な
い
。
風
力
発
電
建
設

工
事
に
つ
い
て
も
、
把
握

し
て
い
な
い
状
況
だ
。

県
と
連
携
し
な
が
ら
、

早
急
に
促
進
協
議
会
の
再

開
を
促
し
、
事
業
推
進
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
紀
中
森
林
組
合
も
、

事
業
推
進
に
前
向
き
だ
と

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

町の災害見舞金制度は
どうなっているのか
要綱を一部改正し、想定できる範囲を
検討したい

3
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稲刈り作業

か
ら
次
の
方
策
を
考
え
、

具
体
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き

取
り
調
査
が
必
要
で
は
な

い
か
。

地
域
単
位
で
農
業
法
人

の
設
立
に
向
け
た
指
導
や

助
成
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

早
期
の
対
策
を
望
む
と

と
も
に
、
そ
の
た
め
の
検

討
チ
ー
ム（
職
員
）の
編
成

問

米
作
り
農
家
だ
け

で
は
な
い
が
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
が
進
み
、
大

変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

町
長
の
認
識
を
問
う
。

一
戸
単
位
の
米
作
農
業

が
で
き
な
い
か
。

答

農
家
数
の
推
移
や

経
営
耕
地
面
積
は
、
平
成

12
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で

の
20
年
間
で
、
農
家
数
・

経
営
耕
作
面
積
と
も
約
４

割
減
少
し
て
い
る
。　

国
の
法
改
正
に
伴
い
、

地
域
の
将
来
農
業
の
在
り

方
、
農
地
の
効
率
的
・
合

理
的
な
利
用
に
関
す
る
目

標
を
定
め
た
地
域
計
画
を

作
成
す
る
た
め
、
事
前
調

査
を
行
い
、
農
地
の
状
況

を
地
図
化
す
る
た
め
に
聞

き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い

る
。農

業
法
人
の
設
立
は
、

問

当
計
画
に
つ
い
て

の
県
知
事
意
見
は
、
非
常

に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

影
響
分
野
の
各
専
門
家

の
意
見
を
踏
襲
し
た
内
容

で
、
計
画
地
は
「
規
模
の

大
き
な
風
力
発
電
事
業
に

は
著
し
く
適
さ
な
い
」
と

結
論
づ
け
て
い
る
。

経
営
の
複
雑
化
は
あ
る
が
、

設
立
の
動
き
が
あ
れ
ば
町

も
協
力
す
る
。
農
家
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
前
向

き
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
対
応
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
上
で
、
全
般
的
な

計
画
の
抜
本
見
直
し
を
求

め
、
そ
れ
で
も
影
響
を
回

避
ま
た
は
十
分
低
減
で
き

な
い
場
合
は
、
事
業
の
廃

止
を
求
め
て
い
る
。
こ
の

知
事
意
見
を
町
と
し
て
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

計
画
に
は
、
関
係
地
域

住
民
の
過
半
数
の
反
対
署

名
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
趣
旨
は
知
事
意
見
と

ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
業
者

が
い
く
ら
影
響
の
低
減
を

図
ろ
う
と
し
て
も
本
質
は

変
わ
ら
な
い
。
地
域
住
民

の
不
安
や
懸
念
の
解
消
は

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答

結
論
は
厳
し
い
意

見
と
認
識
し
て
い
る
が
、

個
別
事
項
へ
の
意
見
は
、

一
般
的
な
も
の
と
思
う
。

今
後
調
査
を
実
施
し
、

事
業
の
縮
小
や
影
響
を
回

避
ま
た
は
十
分
に
低
減
で

き
な
い
場
合
に
は
、
事
業

の
廃
止
も
あ
り
得
る
が
、

計
画
の
見
直
し
次
第
と
考

え
て
い
る
。

住
民
の
不
安
の
解
消
は

難
し
い
と
思
う
が
、
十
分

な
説
明
に
努
め
る
よ
う
業

者
に
求
め
た
い
。

米作り農家の現状把握
により、今後の対策を

農家の意見も聞きながら前向きに対応する
1

印
南・日
高
川
風
力
発

電
計
画
へ
の
県
知
事
意

見
の
受
け
と
め
は

厳
し
い
も
の
だ
が
、

今
後
の
計
画
見
直
し
次
第

1

井藤 満人 議員

原　孝文 議員
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ミンチ状フラス

（和歌山県提供）

幼虫

問

県
に
お
け
る
林
地

開
発
許
可
基
準
の
中
で
、

災
害
の
防
止
、
水
害
の
防

止
、
水
の
確
保
、
環
境
保

全
の
４
つ
の
基
準
か
ら
見

た
印
南
・
日
高
川
風
力
発

電
計
画
へ
の
町
の
見
解
を

問
う
。

風
力
発
電
施
設
の
環
境

へ
の
影
響
は
、
他
の
事
業

と
比
べ
て
広
範
囲
に
及
ぶ
。

県
は
、
許
可
に
必
要
な

地
域
住
民
の
同
意
が
ど
の

範
囲
ま
で
必
要
か
は
、
町

の
判
断
に
委
ね
る
と
し
て

い
る
。

地
主
や
開
発
が
さ
れ
る

地
区
の
同
意
は
も
と
よ
り
、

隣
接
や
隣
々
接
の
区
や
住

民
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

と
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

同
意
要
件
に
つ
い
て
、
町

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答

開
発
業
者
よ
り
許

可
申
請
が
あ
れ
ば
、
内
容

に
つ
い
て
４
基
準
を
考
慮

し
た
町
の
意
見
書
を
提
出

し
た
い
。

　
同
意
範
囲
は
、
特
に
町

に
判
断
を
委
ね
ら
れ
て
い

る
も
の
で
は
な
く
、
県
の

判
断
と
な
る
。
地
権
者
及

び
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ

の
あ
る
事
業
区
域
に
隣
接

す
る
地
権
者
や
住
民
等
の

代
表
者
、
水
利
権
等
の
利

害
関
係
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
低
周
波
音
な
ど
音
の
影

響
に
つ
い
て
は
分
か
り
づ

ら
い
も
の
が
あ
る
が
、
影

響
を
受
け
な
い
形
で
な
い

と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

問

梅
は
本
町
の
農
家

に
と
っ
て
重
要
な
作
目
で

あ
り
、
桜
は
山
地
景
観
な

ど
住
民
の
癒
や
し
の
存
在

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
食
い
荒
ら
す
特
定
外
来

生
物
の
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
の
出
現
は
脅
威
と

言
え
る
。

　
町
内
の
被
害
発
生
状
況

を
調
査
し
て
い
る
の
か
。

　
調
査
と
対
策
は
、
県
や

農
家
ま
か
せ
と
な
っ
て
い

な
い
の
か
。
成
虫
、
幼
虫

の
駆
除
や
一
斉
防
除
の
徹

底
な
ど
、
町
と
し
て
す
べ

き
と
考
え
る
対
策
を
実
行

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

早
い
対
策
が
大
事
で
、

放
置
梅
園
や
山
に
自
生
す

る
桜
へ
の
対
応
も
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

幼
虫
が
、
バ
ラ
科

の
生
木
の
内
部
を
食
い
荒

ら
し
て
枯
死
さ
せ
る
。
産

卵
数
が
平
均
３
５
０
個
と

多
く
、
繁
殖
力
が
強
い
。

　
現
在
、
13
都
道
府
県
で

被
害
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

本
町
で
も
本
年
に
成
虫
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
や
県
を
中
心
に
対

策
を
し
て
い
る
が
、
初
期

段
階
で
の
対
応
が
大
事

で
、
薬
剤
散
布
に
よ
る
成

虫
防
除
、
ス
プ
レ
ー
剤
に

よ
る
幼
虫
駆
除
が
効
果
的

だ
。
農
家
に
は
、
こ
ま
め

な
巡
回
を
お
願
い
し
て
お

り
、
駆
除
と
報
告
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

クビアカツヤカミキリ
の対策は
こまめな巡回で駆除するとともに報告を
3

風
力
発
電
に
お
け
る

林
地
開
発
許
可
の

同
意
要
件
は

影
響
を
受
け
る
範
囲
と
思
っ
て
い
る

2

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
特
徴


